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１．九頭竜川河川整備計画作成の手順
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◇九頭竜川河川整備計画作成の手順◇九頭竜川河川整備計画作成の手順

検討対象洪水の絞り込み
（第１４回委員会）

対象洪水に対する治水
対策(案)（第１６、１７回委員会）

環境・利水の課題と
対応策（案）（第１８回委員会）

足羽川の治水・環境・利水
（第１９回委員会）

九頭竜川河川整備計画原案の
提示（20～30年間）

意見聴取・意見の反映

（関係住民、地方自治体）

整備計画（原案）の審議

答申（案）の審議

直轄区間・指定区間の整合
性の方針 （第１５回委員会）

現状の洪水特性を考慮した
検討流量と整備メニュー

治水対策と環境・利水との整合
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２.検討流量設定に関する
これまでの委員会の流れ
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◇これまでの検討経緯◇これまでの検討経緯

主要121洪水の選定 検討対象地点の選定（5地点）

5地点の各上位3出水（2日雨量）を選定

5地点に共通する5洪水を選定

1次評価
地域的に特異な降雨

（S40年型）

対象洪水を4洪水に選定

2次評価
流量規模・想定被害が

小さいS34、S39型

対象洪水を2洪水に選定
（S28.9型とS36.9型）

治水整備メニューの検討
（S28.9型とS36.9型を満足するメニュー）

評価の視点
・降雨の地域分布特性

評価の視点
・流量確率

戦後最大降雨がいろいろな波形で発生した場合を想定する

一次選定

二次選定

三次選定
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◇目標規模と対象洪水◇目標規模と対象洪水

目標規模：戦後最大降雨量

対象洪水：昭和２８年９月型
昭和３６年９月型
の２パターン
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●多様な洪水に対する詳細

かつ精緻な検討

・三河川相互の洪水現象の詳細検討

・現況河道・施設の評価

●●多様な洪水に対する詳細多様な洪水に対する詳細

かつ精緻な検討かつ精緻な検討

・三河川相互の洪水現象の詳細検討

・現況河道・施設の評価

◇前回説明の追加検討方針◇前回説明の追加検討方針
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３．今回の委員会での審議事項
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治
水
整
備
メ
ニ
ュ
ー
の
検
討

治水整備メニューの組み合わせの比較
・検討流量の設定
・優先順位に従った場合のメニュー組み合わせの設定
・メニューの効果
・事業費、事業量
・社会・環境への影響
・将来の安全度向上への可能性

九頭竜川洪水特性の詳細分析

優先順位

河川区域内事業

河川区域外事業

◇今回の委員会での審議事項◇今回の委員会での審議事項

現状の洪水特性を考慮した検討流量の設定
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４．九頭竜川の洪水特性
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◇九頭竜川水系洪水の特徴◇九頭竜川水系洪水の特徴

1.流域が広がっているため降雨の偏りが生じや
すい

2.三つの主要な河川が合流していることから、
他河川の洪水の状況により流れやすさに影響
が出る

3.上流域における河道の整備状況が低く大きな
洪水で氾濫する
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◆雨の偏り(1)
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◆雨の偏り(2)
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◇合 流◇合 流

本川(九頭竜川)多雨型

九頭竜川

足羽川

日
野
川

九頭竜川

足羽川

日
野
川

支川(日野川)多雨型

九頭竜川で降雨が集中するとＡ
地点の水位が高くなり日野川が
流下しずらくなる

Ａ
Ａ

Ｂ

日野川で降雨が集中するとＡ地
点、Ｂ地点の水位が高くなり九頭
竜川、足羽川が流下しずらくなる
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◆洪水特性を考慮した流下能力の評価
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大きな洪水が生じると全量流下しない

氾濫特性を考慮

①足羽川天神橋上流

②日野川上流

◇氾濫現象の反映◇氾濫現象の反映

現状河道のまま
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◆現象の考え方(1)

氾濫原河 道

氾濫開始

氾濫原

足羽川上流域
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日野川上流域

氾 濫

堤防高相当の流下能力

◆現象の考え方(2)
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５．検討流量の考え方
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◇検討流量の考え方◇検討流量の考え方

○目標規模
・戦後最大降雨
・S28.9型、S36.9型の２パターン

○降雨設定
流域での降雨の偏りを反映

○河道状況
現在実施中及び当面予定されている河道整備

を前提として、他は現況河道とする
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◇降雨設定◇降雨設定

実績降雨を流域全体で
目標規模に設定

九頭竜川洪水の特徴である

・降雨の偏り

・合流の評価

が反映できない

小流域単位で降雨規模の設定
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◇河道状況想定◇河道状況想定

●布施田 ●中角

●天神橋

深谷●

三尾野●
清水山橋

日

本

海

市街地区間

凡 例

：改修予定区間

福井市街地
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◇整備計画の検討流量◇整備計画の検討流量

1,6001,5002,1006,7007,700Ｓ３６．９型

2,1002,8004,6002,9007,300Ｓ２８．９型

天神橋三尾野深 谷中 角布施田対象洪水

単位：m3/s

九頭竜、真名川、笹生川ダムは現行操作。
日野川総合開発事業の3ダムによる洪水調節を考慮。
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◇整備計画の検討流量◇整備計画の検討流量

7,300

7,700
2,900

6,700

4,600
2,100

○布施田 ○中 角

○天神橋

深 谷○

三尾野○ 2,800
1,500

2,100
1,600

上段：S28.9型
下段：S36.9型
単位：ｍ3/s
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６．整備メニューの設定
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６-１．整備メニューの考え方
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・遊水地案
・放水路案
・地下貯留案
・ダム新設案

・低水路拡幅案
・河床掘削案
・引堤案
・堤防嵩上げ案

整 備 メ ニ ュ ー

河道内で処理する案 河道外で処理する案
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河道内で処理する案河道内で処理する案
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◇低水路拡幅案◇低水路拡幅案
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◇河床掘削案◇河床掘削案
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◇引 堤 案◇引 堤 案
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◇堤防嵩上げ案◇堤防嵩上げ案



38



39

河道外で処理する案河道外で処理する案
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◇既設ダム操作ルール見直し案◇既設ダム操作ルール見直し案

※ダム下流の整備状況に合わせて既設ダム操作ルールを見直す案
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◇既設ダム容量買取案◇既設ダム容量買取案

買取後の治水容量

利水容量を
治水容量と
して買取

※ただし、電力事業者等関係者との十分な調整が必要である。
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◇遊 水 地 案◇遊 水 地 案

平常時 洪水時
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◇ダム新設案◇ダム新設案

部
子
川

水
海
川

足
羽
川

割
谷
川

赤
谷
川

足羽川ダム
貯 水 池

導水路

分水施設

足羽川ダム

足羽川
魚見川



44



45

６-２．前提条件
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優先度に関係する要因優先度に関係する要因

優 先 度
事業費 環境へ

の影響
地域社会
への影響

事業実現
の難易度

※優先度は上記要因を総合的に判断して設定

高い 少ない 小さい 小さい 低い

低い 多い 高い大きい 大きい

メニュー選定の

優先度

メニュー選定の

優先度

◇整備メニューの評価項目◇整備メニューの評価項目
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○用地買収を必要としないメニュー

・低水路拡幅案

・河床掘削案

・引堤案（用地買収済）

・既設ダムの操作規則見直案
・既設ダムの容量買取案

○用地買収等を必要とするメニュー
・引堤案
・堤防嵩上案

○河道外で整備する必要のあるメニュー
・遊水地案
・放水路案
・地下貯留案
・ダム新設案

メニュー検討の

優先順位

整 備 メ ニ ュ ー

高い

低い

◇整備メニューの基本的な考え方◇整備メニューの基本的な考え方



49

◇河川毎に考えられる整備メニュー◇河川毎に考えられる整備メニュー

○－○ダム新設案

○○○地下貯留案

○○○放水路案

○○○遊水地案

３

○○○河道内貯留案
○○○堤防嵩上げ案

○○○引堤案

２

－－○既設ダム容量買収案

－－○（既設ダム操作規則見直案）

○○○低水路拡幅案

１

○○○河床掘削案

足羽川日野川九頭竜川整備メニュー検討順位

引堤案（用地買収済） ○ ○ －
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現 況 河 道

検討流量の
流下が可能か？

現在実施中の事業を整備する

既設ダムの活用

・掘 削 案
・遊水地案 比 較
・新規ダム案

整備メニューの決定

YES

NO

NO

YES

NO

検討流量の
流下が可能か？

検討流量の
流下が可能か？

YES

◇整備メニューの検討フロー◇整備メニューの検討フロー
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６-３．整備メニューの設定
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◆整備メニューを示す河川と区間

１．九頭竜川 中 角区間

２．足 羽 川 天神橋区間

３．日 野 川 三尾野区間

４．日 野 川 深 谷区間

５．九頭竜川 布施田区間

◆整備メニューを示す河川と区間

１．九頭竜川 中 角区間

２．足 羽 川 天神橋区間

３．日 野 川 三尾野区間

４．日 野 川 深 谷区間

５．九頭竜川 布施田区間
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九頭竜川 中角区間
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九頭竜川

日野川

足羽川

九頭竜橋

鳴鹿大堰

福井大橋
中角橋

明治橋

北陸道橋梁

日光橋

日本海

幸橋

◆九頭竜川 中角区間（全体図）

足羽橋

中角区間
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＜九頭竜川：中角区間＞

－2,9002,9002,700S28.9型

3,900

現 況
流下能力
(m3/s)

・九頭竜ダム
容量買取

・真名川ダム
操作変更

1,200

低水路拡幅＋
引堤

5,5006,700S36.9型

検 討
流 量
(m3/s) 整 備

メニュー(案)
流 量
(m3/s)

整 備
メニュー(案)

流 量
(m3/s)

河道外処理
（貯留施設等）

河道内処理
対 象
洪 水
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現 況 河 道

検討流量の
流下が可能か？

既設ダムの活用

・掘 削 案
・遊水地案 比 較
・新規ダム案

整備メニューの決定

YES

NO

NO

YES

NO

検討流量の
流下が可能か？

検討流量の
流下が可能か？

YES

◇現在実施中の事業◇現在実施中の事業

現在実施中の事業を整備する現在実施中の事業を整備する
現況河道流下能力

3,900m3/s

改修後河道流下能力
5,500m3/s
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【 S36.9型洪水 】
河道内処理流量：5,500m3/s

◇ 17.6ｋ付近の整備イメージ◇ 17.6ｋ付近の整備イメージ

なかつの

中角橋

えちぜん鉄道
くずりゅうがわ

九頭竜川橋

低水路拡幅

新堤防

17.6km

あまいけ

天池橋
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低水路拡幅
（中州）

27.4km

ご まつ

五松橋

低水路拡幅

【 S36.9型洪水 】
河道内処理流量：5,500m3/s

◇ 27.4ｋ付近の整備イメージ◇ 27.4ｋ付近の整備イメージ
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現 況 河 道

検討流量の
流下が可能か？

現在実施中の事業を整備する

・掘 削 案
・遊水地案 比 較
・新規ダム案

整備メニューの決定

YES

NO

NO

YES

NO

検討流量の
流下が可能か？

検討流量の
流下が可能か？

YES

◇九頭竜ダムの操作変更◇九頭竜ダムの操作変更

検討流量

6,700m3/s

検討流量

5,800m3/s

既設ダムの活用既設ダムの活用



◇ダムの例（九頭竜ダム）◇ダムの例（九頭竜ダム） ■ 目 的
①洪水調節
②発 電

■ 工事期間
昭和40年度～43年度

■ 主な諸元
高さ 128ｍ
総貯水容量 353百万ｍ3

60



61

現 況 河 道

検討流量の
流下が可能か？

現在実施中の事業を整備する

・掘 削 案
・遊水地案 比 較
・新規ダム案

整備メニューの決定

YES

NO

NO

YES

NO

検討流量の
流下が可能か？

検討流量の
流下が可能か？

YES

◇真名川ダムの操作変更◇真名川ダムの操作変更

検討流量

5,800m3/s

検討流量

5,700m3/s

既設ダムの活用既設ダムの活用
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◇ダムの例（真名川ダム）◇ダムの例（真名川ダム）

■ 目 的
①洪水調節
②不特定かんがい
③発 電

■ 工事期間
昭和42年度～53年度

■ 主な諸元
高さ 127.5ｍ
総貯水容量 115百万ｍ3
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現 況 河 道

検討流量の
流下が可能か？

現在実施中の事業を整備する

・掘 削 案
・遊水地案 比 較
・新規ダム案

整備メニューの決定

YES

NO

NO

YES

NO

検討流量の
流下が可能か？

検討流量の
流下が可能か？

YES

◇九頭竜ダムの利水容量買取◇九頭竜ダムの利水容量買取

検討流量

5,700m3/s

検討流量

5,500m3/s

既設ダムの活用既設ダムの活用
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◇既設ダム容量買取案◇既設ダム容量買取案

買取後の治水容量

利水容量を
治水容量と
して買取

※ただし、電力事業者等関係者との十分な調整が必要である。
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足羽川 天神橋区間
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◆足羽川 天神橋区間（全体図）

九頭竜川

日野川

足羽川

九頭竜橋

鳴鹿大堰

福井大橋中角橋

明治橋

日光橋

日本海

幸橋

天神橋区間

北陸道橋梁

足羽橋
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・足羽川は過去に1,800m3/sが安全に流下できるように

低水路拡幅等の河川改修事業を実施してきました。

・1,800m3/sが流下できる断面までの残事業は河床掘削

のみです。

・足羽川で流すことが可能な流量は1,800m3/sまでであ

り、上記計画の掘削を最優先させることを基本とし、

不足分について整備メニューを検討しました。

・足羽川は過去に1,800m3/sが安全に流下できるように

低水路拡幅等の河川改修事業を実施してきました。

・1,800m3/sが流下できる断面までの残事業は河床掘削

のみです。

・足羽川で流すことが可能な流量は1,800m3/sまでであ

り、上記計画の掘削を最優先させることを基本とし、

不足分について整備メニューを検討しました。

◇足羽川の整備メニューを
考えるにあたっての前提条件

◇足羽川の整備メニューを
考えるにあたっての前提条件
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◇足羽川(0.0～4.5k)の改修計画区間の位置図◇足羽川(0.0～4.5k)の改修計画区間の位置図

河床掘削

足羽川
荒川

日野川

JR 

工事完成橋梁

工事未完橋梁

（旧足羽川）

掘 削

河川区域
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現 況 河 道

検討流量の
流下が可能か？

既設ダムの活用

・掘 削 案
・遊水地案 比 較
・新規ダム案

整備メニューの決定

YES

NO

NO

YES

NO

検討流量の
流下が可能か？

検討流量の
流下が可能か？

YES

◇現在実施中の事業◇現在実施中の事業

現在実施中の事業を整備する現在実施中の事業を整備する
現況河道流下能力

1,500m3/s

改修後河道流下能力
1,800m3/s
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しんあか り

新明里橋

河床掘削

みずこし

水越橋

おおせ

大瀬橋

日野川

足
羽
川

【 S28.9型洪水】
河道内処理流量：1,800m3/s

◇足羽川下流部の整備イメージ写真◇足羽川下流部の整備イメージ写真
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＜足羽川：天神橋＞

－2,1002,1001,500S28.9型

1,400

現 況
流下能力
(m3/s)

－
－

・低水路掘削

・引提

など1,6001,600S36.9型

検 討
流 量
(m3/s) 整 備

メニュー(案)
流 量
(m3/s)

整 備
メニュー(案)

流 量
(m3/s)

河道外処理
（貯留施設等）

河道内処理
対 象
洪 水

1)河道内で処理する方法
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2)河道外で処理する方法

3001,8002,1001,500S28.9型

1,400

現 況
流下能力
(m3/s)

貯留施設

(ダム、遊水
地)100

低水路掘削
1,5001,600S36.9型

検 討
流 量
(m3/s) 整 備

メニュー(案)
流 量
(m3/s)

整 備
メニュー(案)

流 量
(m3/s)

河道外処理
（貯留施設等）

河道内処理
対 象
洪 水

＜足羽川：天神橋＞
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日野川 三尾野区間
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九頭竜川

日野川

足羽川

九頭竜橋

鳴鹿大堰

福井大橋中角橋

明治橋

日光橋

日本海

幸橋

◆日野川 三尾野区間（全体図）

三
尾
野
区
間

北陸道橋梁

足羽橋
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＜日野川：三尾野区間＞

－2,8002,8002,000S28.9型

2,000

現 況
流下能力
(m3/s)

・日野川総合
開発事業は
考慮

－

低水路拡幅＋
引堤

1,5001,500S36.9型

検 討
流 量
(m3/s) 整 備

メニュー(案)
流 量
(m3/s)

整 備
メニュー(案)

流 量
(m3/s)

河道外処理
（貯留施設等）

河道内処理
対 象
洪 水
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現 況 河 道

検討流量の
流下が可能か？

既設ダムの活用

・掘 削 案
・遊水地案 比 較
・新規ダム案

整備メニューの決定

YES

NO

NO

YES

NO

検討流量の
流下が可能か？

検討流量の
流下が可能か？

YES

◇現在実施中の事業◇現在実施中の事業

現在実施中の事業を整備する現在実施中の事業を整備する
現況河道流下能力

2,000m3/s

改修後河道流下能力
2,800m3/s
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にっこう

日光橋
新堤防

5.0km

低水路拡幅

【 S28.9型洪水 】
河道内処理流量：2,800m3/s

◇日野川5.0k付近の整備イメージ◇日野川5.0k付近の整備イメージ
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日野川 深谷区間
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◆日野川 深谷区間（全体図）

九頭竜川

日野川

足羽川

九頭竜橋

鳴鹿大堰

福井大橋中角橋

明治橋

日光橋

日本海

幸橋

深
谷
区
間

北陸道橋梁

足羽橋
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＜日野川：深谷＞

－4,6004,6003,800S28.9型

2,100

現 況
流下能力
(m3/s)

・日野川総合
開発事業は
考慮－

・低水路拡幅
2,1002,100S36.9型

検 討
流 量
(m3/s) 整 備

メニュー(案)
流 量
(m3/s)

整 備
メニュー(案)

流 量
(m3/s)

河道外処理
（貯留施設等）

河道内処理
対 象
洪 水

1)足羽川で貯留施設を建設しない場合

2004,4004,6003,800S28.9型

2,100

・日野川総合
開発事業は
考慮

・足羽川貯留
施設建設

100

・低水路拡幅

2,0002,100S36.9型

2)足羽川で貯留施設を建設する場合
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現 況 河 道

検討流量の
流下が可能か？

既設ダムの活用

・掘 削 案
・遊水地案 比 較
・新規ダム案

整備メニューの決定

YES

NO

NO

YES

NO

検討流量の
流下が可能か？

検討流量の
流下が可能か？

YES

◇現在実施中の事業◇現在実施中の事業

現在実施中の事業を整備する現在実施中の事業を整備する
現況河道流下能力

3,800m3/s

改修後河道流下能力
4,400～4,600m3/s
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◇日野川4.0k付近の整備イメージ◇日野川4.0k付近の整備イメージ

にっこう

日光橋

新堤防

日
野
川

足
羽
川

おおせ

大瀬橋

4.0km

低水路拡幅

S28.9型洪水
河道内処理流量：4,400～ 4,600m3/s
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九頭竜川 布施田区間
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九頭竜川

日野川

足羽川

九頭竜橋

鳴鹿大堰

福井大橋

明治橋

日光橋

日本海

幸橋

◆九頭竜川 布施田区間（全体図）

中角橋
布
施
田
区
間

北陸道橋梁

足羽橋
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＜九頭竜川：布施田＞

－7,3007,3007,000S28.9型

7,000

現 況
流下能力
(m3/s)

・九頭竜ダム
容量買取

・真名川ダム
操作変更

900

・低水路拡幅

6,8007,700S36.9型

検 討
流 量
(m3/s) 整 備

メニュー(案)
流 量
(m3/s)

整 備
メニュー(案)

流 量
(m3/s)

河道外処理
（貯留施設等）

河道内処理
対 象
洪 水

1)足羽川で貯留施設を建設しない場合

2)足羽川で貯留施設を建設する場合

2007,1007,3007,000S28.9型

7,000

・九頭竜ダム
容量買取

・真名川ダム
操作変更

・足羽川貯留
施設建設

1,000

・低水路拡幅

6,7007,700S36.9型



88

現 況 河 道

検討流量の
流下が可能か？

既設ダムの活用

・掘 削 案
・遊水地案 比 較
・新規ダム案

整備メニューの決定

YES

NO

NO

YES

NO

検討流量の
流下が可能か？

検討流量の
流下が可能か？

YES

◇現在実施中の事業◇現在実施中の事業

現在実施中の事業を整備する現在実施中の事業を整備する
現況河道流下能力

7,000m3/s

改修後河道流下能力
7,100～7,300m3/s
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◇14.4k付近の整備イメージ◇14.4k付近の整備イメージ

【 S28.9型洪水 】
河道内処理流量： 7,100～7,300m3/s

低水路拡幅

14.4km

あますごう

天菅生橋

えがみすいかん

江上水管橋
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足羽川 天神橋区間
（整備メニューの検討）
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1)河道内で処理する方法1)河道内で処理する方法

－2,1002,1001,500S28.9型

1,400

現 況
流下能力
(m3/s)

－
－

・低水路掘削

・引提

など1,6001,600S36.9型

検 討
流 量
(m3/s) 整 備

メニュー(案)
流 量
(m3/s)

整 備
メニュー(案)

流 量
(m3/s)

河道外処理
（貯留施設等）

河道内処理
対 象
洪 水
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◇河床掘削案◇河床掘削案

幸橋付近(3.6ｋ)の横断図

0.5m 河川区域河川区域
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九十九橋

桜橋

幸 橋

ＪＲ橋

足

羽

川

泉橋

木田橋
荒川

3.0Ｋ

4.0Ｋ

5.0Ｋ

１０ｍ

大名町交差点

足羽山

◇引堤案による影響範囲◇引堤案による影響範囲

94
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現況堤防高維持

これまでのＨＷＬ

河床掘削

桁下高確保

余裕高確保の掘削

堤防補強堤防補強

根入れ不足根入れ不足

今回設定したＨＷＬ
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日野川合流点から5.0km区間において高さ30cm、延長5kmの両
岸にわたって堤防の嵩上げを行う必要があり、これに伴い、
盛土約11万m3、橋梁の架け替え(7橋)が必要となります。また、
洪水時の水位を上げることは内水氾濫を助長し、氾濫時の被
害が大きくなることが予想されます。

堤防嵩上げ案

日野川合流点から4.4km区間において10mの引堤が必要で、こ
れに伴い、掘削残土の処理や橋梁の架け替え(10橋)、さらに
約310戸の家屋移転が必要となり、都市機能に多大な影響を及
ぼします。

引 提 案

足羽川4.4km区間及び日野川を含むその下流河川の河床掘削が
必要で、これに伴い、掘削残土の処理や低水護岸・橋梁(10
橋)の改築が必要となります。また、流量増大に対する堤防等
の構造上の対応が必要となります。

河床掘削案

足羽川の高水敷は市民の憩いの場として親しまれています。
また、足羽川の市街地流下区間の高水敷幅は九頭竜川や日野
川と比べ非常に狭く拡幅は困難です。

低水路拡幅案

事業の概要と課題
治水対策
メニュー

■S28.9型洪水の整備メニューの比較①(河道内で処理する案）
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2)河道外で処理する方法2)河道外で処理する方法

3001,8002,1001,500S28.9型

1,400

現 況
流下能力
(m3/s)

貯留施設

(ダム、遊水
地)100

低水路掘削
1,5001,600S36.9型

検 討
流 量
(m3/s) 整 備

メニュー(案)
流 量
(m3/s)

整 備
メニュー(案)

流 量
(m3/s)

河道外処理
（貯留施設等）

河道内処理
対 象
洪 水
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◇足羽川ダム（１川導水）案◇足羽川ダム（１川導水）案

部
子
川

水
海
川

足
羽
川

割
谷
川

赤
谷
川

足羽川ダム
貯 水 池

導水路

分水施設

足羽川ダム

足羽川
魚見川
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◇遊水地案の計画平面図◇遊水地案の計画平面図

天神橋

110ha
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足羽川ダム及び水海川からの導水路の建設により、約50戸の家
屋移転が必要となります。また、貯水をする場合は、水質、土
砂等に対する配慮が必要となります。

足羽川ダム
1川導水案

延長約7km、直径約18mの地下トンネル1条を建設するため、大量
の掘削土砂が発生します。また、トンネル内への土砂の堆積に
より機能が損なわれるため、洪水後には大量の土砂処理等の維
持管理が必要となります。

地下貯留案

川幅40m、延長約6kmに渡って放水路を建設する必要があり、こ
れに伴い、約340戸の家屋移転や道路橋や鉄道橋の架け替え(26
橋)が必要となり、都市機能にさまざまな影響を及ぼします。

放水路案

約110ha(350万m3)もの広大な土地を確保するために、土地所有
者への大規模な用地補償（地役権補償）が必要となります。加
えて、広大な土地を将来に渡って制約するため、地元住民との
合意形成が困難と考えられます。

遊水地案

事業の概要と課題
治水対策
メニュー

■S28.9型洪水の整備メニューの比較②(河道外で処理する案）



102



103

・面積約90ha(多目的）／約40ha(治
水専用）

・山間部にダムが建設される。

・主要道路の付替えが必要。

・導水路は呑口、吐口の改変にとど
まる。

・面積約110ha

・住宅地に隣接して、高さ約5mの周
囲堤が造られる。

・主要道路の嵩上げ(約5m)が必要。

・それに接続する道路と作業用道の
改築が必要。

土地改変
の程度等

・足羽川ダム1川導水により洪水調節
する。

計 画
期間内の
実 現 性

・計画の発表から時間も経過してお
り、遊水地よりは実現の可能性が高
いと思われる。

・地役権設定に対して合意形成が困
難と思われる。

・新たな計画であるため、同意に長
期を要すると思われ、整備計画期間
内の実現は困難と思われる。

・補償家屋数約50戸。

・遊水地内に生じる新たな土地利用
制限等による地域社会への影響が課
題。

・優良農地であり、農業振興地域の
指定有り。

・補償家屋数は約30戸(事業所、非住
家)

地域社会
への影響

・遊水地により洪水調節する。
整 備
内 容

ダ ム（多目的／治水専用）遊水地項 目

■ダムと遊水地の比較①
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・（治水専用）常時貯水しないので、
水質、土砂等に対する影響はほと
んどない。

・常時貯水しないので、水質などに
対する影響はほとんどない。

環境負荷

治水効果
・ダムや分水工下流の山間部から平
地部まで氾濫防止に効果がある。

・遊水地下流の平地部に対してのみ
効果がある。

・確実に治水効果を発揮させるため
には、ある程度のまとまりが必要で
ある。

・将来の治水安全度向上策への対応
は難しい（遊水地のみで長期計画対
応の場合、約570haもの土地及び約
470戸の補償家屋が生じる）。

・（多目的）下流河川への正常流量
の補給が可能となる。

・湛水した場合には稲作の収穫に大
きな被害が生じる。

その他

・洪水調節のため、ダムのゲート操
作を行う。

・（多目的）水質、土砂等に対す
る配慮が必要となる。

備 考

・将来の治水安全度向上策に対して
は、施設の段階整備（ダムおよび
トンネル）により対応可能である。

・洪水調節のため、洪水前後に数多
くの樋門操作（開閉）を行う。

・洪水時に土砂が流入するため堆積
土砂の維持管理が必要となる。

維持管理

ダ ム（多目的／治水専用）遊水地項 目

■ダムと遊水地の比較②
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◇長期計画対応の遊水地◇長期計画対応の遊水地

天神橋

570ha



106

◇長期計画対応のダム◇長期計画対応のダム

４カ所取水施設

約5m～17m導水トンネル トンネル径

約11km導水トンネル 延べ延長

４本導水トンネル本数

約130mダム高

約72,000,000m3総貯水容量

約105km2集水面積

平成１１年１１月発表の値

（第３回流域委員会資料より）
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６-４．検討流量と整備メニュー
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◇検討流量の推移①◇検討流量の推移①

日
本
海

●布施田 ■中 角

深 谷●

三尾野●

●天神橋

7,300
7,700

4,600
2,100

2,100
1,600上段;S28.9型

下段;S36.9型

凡 例

九頭竜川

日
野
川

足羽川

上
流
ダ
ム

既設ダム現行操作

2,800
1,500

2,900
6,700
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日
本
海

●布施田 ■中 角

深 谷●

三尾野●

●天神橋

7,300
6,800

4,600
2,100

2,100
1,600上段;S28.9型

下段;S36.9型

凡 例

九頭竜川

日
野
川

足羽川

上
流
ダ
ム

2,800
1,500

2,900
5,500

九頭竜ダム容量買取
＋

真名川ダムの操作変更
◇検討流量の推移②◇検討流量の推移②



110

日
本
海

●布施田 ■中 角

深 谷●

三尾野●

●天神橋

7,100
6,700

4,400
2,000

1,800
1,500上段;S28.9型

下段;S36.9型

凡 例

九頭竜川

日
野
川

足羽川

貯
留
施
設

上
流
ダ
ム

2,800
1,500

2,900
5,500

◇検討流量の推移③◇検討流量の推移③
九頭竜ダム容量買取

＋
真名川ダムの操作変更

＋
足羽川の貯留施設
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河川整備計画とダムについて河川整備計画とダムについて
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◇足羽川ダム（１川導水）案◇足羽川ダム（１川導水）案

部
子
川

水
海
川

足
羽
川

割
谷
川

赤
谷
川

足羽川ダム
貯 水 池

導水路

分水施設

足羽川ダム

足羽川
魚見川



114

◇ダムの構造と規模(整備計画対応)◇ダムの構造と規模(整備計画対応)

治水専用ダム

基礎岩盤 EL.175.0m

洪水調節容量 7,100千m3

サーチャージ水位

ダム高

約62m

基礎岩盤 EL.175.0m

堆砂容量 2,200千m3

最低水位

利水容量 12,600千m3

(流水の正常な機能の維持)

常時満水位

洪水調節容量 7,100千m3

サーチャージ水位

ダム高

約88m

多目的ダム

第19回委員会 ケース①
正常流量補給した場合
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◇（参考）長期計画対応案
足羽川ダム（4川導水）案

◇（参考）長期計画対応案
足羽川ダム（4川導水）案

部
子
川

水
海
川

足
羽
川

割
谷
川

赤
谷
川

足羽川ダム
貯 水 池

導水路

分水施設

足羽川ダム

足羽川
魚見川

分水施設
分水施設

分水施設
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◇ダムの構造と規模(長期計画対応)◇ダムの構造と規模(長期計画対応)

治水専用ダム

基礎岩盤 EL.175.0m

洪水調節容量 28,000千m3

サーチャージ水位

ダム高

約94m

基礎岩盤 EL.175.0m

堆砂容量 3,200千m3

最低水位

利水容量 12,600千m3

(流水の正常な機能の維持)

常時満水位

洪水調節容量 28,000千m3

サーチャージ水位

ダム高

約109m

多目的ダム

第19回委員会 ケース①
正常流量補給した場合


